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熱
中
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

職
場
、
自
宅
で
早
め
の
対
策
を
！ 

 

全
国
各
地
で
真
夏
日
が
観
測
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
は
暑
さ
へ
の
対
策
は
準

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

全
国
で
は
、
職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
り
、

毎
年
約
２
０
人
が
亡
く
な
り
、
約
６
０
０

人
が
４
日
以
上
仕
事
を
休
ん
で
い
ま
す
。 

松
阪
、
多
気
地
区
に
お
け
る
平
成
２
６
年

か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
熱
中
症
に
よ
る
労

災
認
定
件
数
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、

製
造
業
及
び
建
設
業
が
全
体
の
半
分
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。 

各
年
代
の
発
生
割
合
は
、
２
９
歳
ま
で

が
２
９
％
と
最
も
多
く
、
４
０
歳
未
満
の

発
生
件
数
が
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
て

お
り
、
各
年
齢
層
に
顕
著
な
差
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

月
別
発
生
状
況
は
、
７
月
と
８
月
の
発

生
件
数
が
全
体
の
約
８
割
、
６
月
か
ら
９

月
ま
で
の
発
生
件
数
が
約
９
割
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
熱
中
症
発
症
時
点
で
の
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
は
、
全
体
の
９
割
が
２ 

８
以
上
（
厳
重
警
戒
・
危
険
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

以
上
か
ら
、
次
の
３
点
が
重
要
で
す
。 

 
①
製
造
業
、
建
設
業
に
お
い
て
は
発
生

件
数
が
多
く
、
重
点
的
に
対
策
を
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。 

 

②
６
月
か
ら
９
月
ま
で
を
中
心
に
熱
中

症
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

 

③
若
年
層
を
中
心
と
し
つ
つ
、
全
年
齢

に
対
策
が
必
要
と
な
る
こ
と
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
熱
中
症
予
防
を
目

的
と
し
てS

T
O

P
!

熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
５
月
か
ら

９
月
ま
で
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て

お
り
ま
す
。 

暑
さ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
エ
ア
コ
ン
の

適
切
な
使
用
、
こ
ま
め
な
休
憩
、
保
冷
剤
等

で
体
を
冷
や
す
な
ど
、
体
に
熱
を
た
め
込

ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。 

暑
熱
順
化
（
か
ら
だ
を
暑
さ
に
慣
ら
す
こ

と
）
も
ま
た
有
効
で
す
。
暑
熱
順
化
は
職 

場
の
他
、
日
常
生
活
で
汗
を
か
く
こ
と
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
入
浴
等
）
に
よ
っ
て
も
で
き

ま
す
。
暑
熱
順
化
に
は
最
長
で
２
週
間
か

か
り
、
早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。 

水
分
補
給
は
、
室
内
、
屋
外
を
問
わ
ず
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
か
ら
積
極
的
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

熱
中
症
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
め
ま

い
、
立
ち
眩
み
、
大
量
の
発
汗
、
筋
肉
痛
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
症
状

が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
熱
中
症
を
疑
い
、
か

ら
だ
を
冷
や
す
、
経
口
補
水
液
を
摂
取
す

る
な
ど
の
応
急
措
置
を
講
じ
、
症
状
が
改

善
し
な
い
場
合
や
悪
化
し
た
場
合
は
、
た

だ
ち
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

「
あ
わ
て
ず 

ま
つ
ぞ
う
」
か
ら
の 

熱 

中 

症 

対 

策 

３ 

箇 

条 

１ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
把
握
と
そ
の
値
に
応
じ

た
熱
中
症
予
防
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

２ 

作
業
を
管
理
す
る
者
と
労
働
者
に
労

働
衛
生
教
育
を
行
う
こ
と
。 

３ 

衛
生
管
理
者
な
ど
を
中
心
に
、
発
症

時
・
緊
急
時
の
措
置
を
確
認
し
、
周
知
す

る
こ
と
。 

労
働
安
全
衛
生
関
係
の
一
部

の
手
続
の
電
子
申
請
が
義
務

化
さ
れ
ま
す 

労
働
者
死
傷
病
報
告 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者/

安
全
管
理
者/

衛
生
管
理
者/

産
業
医
の
選
任
報
告 

定
期
健
康
診
断
結
果
報
告 

心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た

め
の
検
査
結
果
等
報
告 

有
害
な
業
務
に
係
る
歯
科
健
康
診
断
結

果
報
告 

有
機
溶
剤
等
健
康
診
断
結
果
報
告 

じ
ん
肺
健
康
管
理
実
施
状
況
報
告 

右
の
報
告
書
は
令
和
７
年
１
月
１
日
か

ら
原
則
義
務
化 

 

高
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災

害
防
止
対
策
に
つ
い
て 

 

令
和
５
年
１
０
月
１
日
か
ら
、
足
場
の

点
検
時
に
点
検
者
の
指
名
及
び
足
場
の
組

み
立
て
後
の
点
検
者
の
氏
名
の
記
録
・
保

存
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
幅
１
メ

ー
ト
ル
以
上
の
箇
所
に
お
け
る
本
足
場
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

６
月
か
ら
全
国
安
全
週
間 

準
備
期
間
で
す 

 

「
危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目 

そ

し
て
摘
み
取
る
危
険
の
芽 

み
ん
な
で

築
く
職
場
の
安
全
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
安
全
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。  

あわてず まつぞう 



 

  

 

                              

                       

    

   

                             

①職場には様々な危険があることを理解すること 

②「かもしれない」で危険の意識をもつこと 

③災害防止の基本を身に着ける 

・正しい作業服装の着用 ・作業手順の励行  ・４S・５S の励行 

・ヒヤリハット活動   ・危険予知訓練   ・リスクアセスメント 

・危険の見える化    ・安全な作業の基本（各種災害防止対策） 

④異常事態発生時や労働災害発生時の対応を理解する 

今
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
及
び
未
熟

練
労
働
者
の
労
災
防
止
に
つ
い
て 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
今
年
も
「
死
亡
災

害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
の
達
成

に
向
け
、
毎
月
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
４
月
の
発
生
件

数
は
５
７
人
と
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

特
に
今
の
時
期
は
新
入
社
員
や
転
職
者
が
多
い
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
、
未
熟
練
労
働
者
の
労
働
災
害
が
発

生
し
や
す
い
の
で
、
新
入
社
員
等
が
配
属
さ
れ
た
現

場
に
お
い
て
は
、
職
場
の
危
険
の
認
識
、
基
本
動
作

の
習
得
を
中
心
に
、
対
策
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。 

労
働
災
害
防
止
関
連
の
資
料
を
三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に

公
開
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp

s://jsite
.m

h
lw

.g
o
.jp

/m
ie-

ro
u
d
o
u
k
yo

k
u
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a
n
to

k
u
/m

a
tsu

sa
k
a

02.h
tm

l

）

第３回「はたらくひと」応募イラスト紹介 

 

    

 

6 20 30

57

7
25 44

54

0

50

100

150

200

250

300

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

（人）

松阪＆多気 各月末日時点

における労働災害発生状況

令和６年 令和５年

アンダー240目安線

アンダー２４０

▶身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分

会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛

月報では、応募作品を紹介しています。 

 

「かもしれない」意識で作業をしましょう！ 

 【人の「かもしれない」】 

 人は、段差で「転ぶかもしれな

い」、機械に「挟まれるかもしれな

い」、高所から「落ちるかもしれな

い」。そのような危険が発生するか

もしれないということを意識しま

しょう。 

  

【モノの「かもしれない」】 

 モノは、「急に動く」、「落

ちてくる」かもしれない。そ

のような危険が発生するか

もしれないということを意

識しましょう 


